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出し、国土地理院は、この結果に基づいて月の地形図を作成した。作成された月地形図は 2008 年 4
月 9 日に公開された。地形観測は、｢ かぐや ｣ に搭載されたレーザ高度計で行われた。月面に向け 1
秒に 1 回、波長 1,064nm のレーザ光を発射し、月面で反射された光が衛星に戻るまでの往復時間か
ら衛星と月面との間の距離を求め、高度約 100 ㎞で月を周回する衛星の軌道情報と組み合わせるこ
とにより観測地点の高さが求められた。2008 年 3 月末時点の観測地点の数は、米国地質調査所の約
27 万を大幅に上回る約 600 万となり、従来の月探査機で観測されていなかった高緯度地域の高さも







4 月 9 日に公開された。
　地形観測は、衛星に搭載されたレーザ高度計で






計の精度は、米国探査機 ｢ クレメンタイン ｣ が約
40m であったのに対し、｢ かぐや ｣ では約 5m で
ある。なお、地球の地形図では、地球重力場の等
ポテンシャル面のうち平均海面と一致するジオイ





メンタイン (1994 年 ) に加え、アポロ (1968 ～
1972 年 )、マリナー 10 号 (1973 年 )、ガリレオ
(1989 年 ) の各探査機および地上観測による観測
データから決定した総計約 27 万の観測地点が含ま
れている。
　これに対し、今回の観測地点の数は 2008 年 3
月末時点で ULCN2005 の約 27 万を大幅に上回る
約 600 万となっている。また、従来の月探査機で
観測されていなかった高緯度地域の高さも観測さ
れている。2008 年 4 月 9 日に発表された地形図は、
2008 年 1 月 7 ～ 20 日の 2 週間分の観測地点 ( 約




　｢ かぐや ｣ では、子衛星による 4 ウェイドップラ
観測を行って、裏側も含めた月の重力場の観測を
行う (2007 年 12 月号トピック )。月重力場の観測
結果と組み合わせることで、地殻などの内部構造
に関する情報が得られることも期待される。
　なお、｢ かぐや ｣ は 2008 年 4 月 11 日、搭載す
るハイビジョンカメラで、全面が青く輝いて見え
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